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抄 録 
2015 年に国連から SDGs が提唱された。変化が激しい現代において、社会の持続
可能性を達成するためには、より自主的で、多様な考え方ができる子どもを育てて
いく必要がる。本研究では、平成 29 年に告示された幼稚園教育要領に示された方針
と SDGs や ESD との関連性を明らかにするとともに、保育者教育のあり方を検討する
ために、現在利用されている保育者養成課程用の教科書から、現在行われてる保育














開発目標（Sustainable Development Goals、以下 SDGs）」には、貧困や格差の解消、教育や保健
の充実、ジェンダー平等の達成、気候変動への対策、平和で公正な社会の推進など、世界中で取り
組むべき課題が定められている。この SDGs は、2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）
の後継として，2015 年 9 月の国連サミットで採択されたものである。発展途上国、先進国に関わ
らず取り組まれており、日本でも積極的な取り組みが始まっている。 
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SDGs には、17 個の目標と 169 のターゲットから構成されているが、このターゲットは、例えば

















Ⅱ 幼稚園教育要領の改訂と SDGｓ 
Ⅱ－1 領域「環境」のねらい 
 平成元年告示の幼稚園指導要領において、自然との触れ合いなど身近な環境に関する領域「環
境」が設定された。そこから 3 度目の改訂が行われ、現行の幼稚園教育要領は、平成 29 年 3 月に






































 内容及び内容の取扱いに関し改訂点を整理すると、以下の 2 点が重視されていることが分かる。 
  ①自主性を育むこと 

















は、前述した ESD、SDGs の考え方を踏まえる必要がある。 
 
Ⅲ SDGs 時代の領域「環境」のあり方 
Ⅲ－1 SDGs 時代の学びのあり方 


















































Ⅲ－３ SDGs 時代の「環境」 
 保育における環境教育プログラム開発の留意点としては以下のように整理されている（６）。 
  ①保育活動の柔軟な活用ができること 
  ②日本の身近な自然を活用すること 
  ③日本の文化・伝統を伝えること 
  ④継続的に取り組めること 









 SDGs や ESD の考え方を取り入れた「環境」を実践していくうえでは、保育者の理解と能力の育
成が欠かせない。そこで、保育者養成課程において、SDGs や ESD の考え方を取り入れた教育が行
われているのかを検証するために、入手できた領域「環境」の教科書 11 冊を用いて、SDGs や ESD
に関する記述がなされているのかを検証した。教科書は SDGs がまとめられた 2015 年の翌年である
2016 年以降のものに絞って用いた。 












  ③園庭・ビオトープ 
自然体験 ESD・エネ SDGs 地域・行事 伝統・文化 社会・少子化 支援
教科書A 〇 － － △ － － －
教科書B 〇 〇 － △ － 〇 －
教科書C 〇 － － 〇 〇 － －
教科書D 〇 － － 〇 〇 － －
教科書E 〇 － － 〇 〇 － －
教科書F 〇 〇 － 〇 － － －
教科書G 〇 〇 － 〇 － － 〇
教科書H 〇 〇 － 〇 △ － －
教科書I 〇 〇 － 〇 － 〇 〇
教科書J 〇 － － 〇 〇 － 〇
教科書K 〇 － － 〇 〇 〇 －
 
 

























込むべきだと考えるが、約半数の教科書で ESD という言葉が使われていない。また、SDGs に関して
は、すべての教科書が SDGs の国連採択後に作成されたものにもかかわらず、記述がない。幼稚園で


































 以上の項目を総合して考察する。すべての教科書に SDGs に関する記載が無いだけでなく、ESD、
地域・行事、文化・伝統、社会・少子化、特別な配慮に関して、5 項目すべて記載されている教科書 








 しかし、保育者養成課程に用いられる SDGs や ESD の考え方は十分な内容とはなっていない。今
回、検証していないが、就職後の研修においても、体系的な研修はあまり行われていないものと推
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In 2015, the UN proposed the SDGs. In today's changing world, it is necessary to raise children who 
are able to think independently and in a variety of ways to achieve social sustainability. In this study, we 
clarify the relationship between the policies indicated in the Kindergarten Education Guidelines announced in 
2017 and ESD and SDGs. In addition, in order to examine the ideal way of childcare education, we will use 
textbooks for childcare courses currently used.Then, I considered how the concept of ESD and SDGs has been 
incorporated into the current childcare training. 
The current Kindergarten Education Guidelines contain a statement on sustainable education. It also 
indicates that education that directly incorporates the concept of ESD will be provided. However, about half 
of the textbooks used in childcare courses do not describe the word ESD or the concept. A curriculum that 
incorporates this concept of ESD requires the following in addition to a direct description of ESD:Regarding 
local events and culture, the background of issues such as declining birthrates and special support needed to 
raise diverse children. There are no textbooks with all these statements. There is a need for better 
understanding and content improvement of ESD and SDGs regarding childcare training in the SDGs era. 
